


これまで総合計画は、
まちの最上位計画として存在してきました。
しかし、平成23年に地方自治法の一部が改正
されたことにより、法律に基づく地方自治体の

総合計画（基本構想）策定義務がなくなったことで、
新たな局面を迎えています。

まちによって計画のカタチや捉え方が変わる中、
変わらないものは、「まちづくりの手引書」としての

機能だと考えます。
単に計画をつくるのではなく、

砥部町に関わる全ての方と一緒につくっていく、
そんな計画であることが
重要だと考えています。

1

 計画策定にあたって



これまで総合計画は、
まちの最上位計画として存在してきました。
しかし、平成23年に地方自治法の一部が改正
されたことにより、法律に基づく地方自治体の

総合計画（基本構想）策定義務がなくなったことで、
新たな局面を迎えています。

まちによって計画のカタチや捉え方が変わる中、
変わらないものは、「まちづくりの手引書」としての

機能だと考えます。
単に計画をつくるのではなく、

砥部町に関わる全ての方と一緒につくっていく、
そんな計画であることが
重要だと考えています。

2

計画の役割

①行政運営の基本となる最上位計画
⇒ 本町の将来像の実現に向けた行政運営の指針となるとともに、分野別にまちづくり

を進める上での最上位の指針としての役割を果たします。

②住民と将来像を共有し、協働で進めるまちづくり計画
⇒ 住民のまちづくりへの興味や関心を深めるとともに、住民と行政が連携し、協働の

まちづくりを進める上で、共有すべき指針としての役割を果たします。

③将来像を実現するための行政経営計画
⇒ 総合的で計画的な行財政運営を行うための指針であり、個別の計画や施策の基本と

なる役割を果たします。

計画の構成と期間

基本構想
10年

基本計画
時代潮流を見据えて5年
で見直しを加える

実施計画
3年を想定

めざすべきまちの姿を明確にするとともに、その実現の
ために必要なまちづくりの大綱を示す

基本構想で示したまちづくりの大綱に基づいて、必要な
施策の方向と内容を体系的に示す

基本計画で示された施策の体系に基づいて、重要度、緊
急度、財政状況などを総合的に勘案しながら、実施すべ
き具体的な施策及び事業の年次別の事業計画を示す

基本構想10年間
平成30年度（2018年度）から平成39年度（2027年度）

実施計画は毎年度見直し

前期計画５年間
平成30年度（2018年度）から
平成34年度（2022年度）

後期計画５年間
平成35年度（2023年度）から
平成39年度（2027年度）
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本町は、「砥部焼」と「みかん」の産地として発展してきました。発展してきた中で、
豊かな自然と快適な住環境との調和を図りながら、住民の安全で安心な暮らしを実現
するため、まちづくりを進めてきました。

住民が築き上げてきた文化と、まちを形成する住民のあたたかさは本町の大きな特
徴であり、協働でまちづくりを進めるための財産となっています。

そのようにして築き上げてきた文化と住民のあたたかさで、まちへの愛着と誇りを
ますます高め、すべての住民が住み続けたいと思うまちを目指します。

 基本構想

将来像

文化とこころがふれあうまち

やすらぎ
●健康・福祉分野
●安全・安心分野

はぐくみ
●子ども・教育分野
●生涯学習分野
●文化・スポーツ分野

いろどり
●産業分野
●観光・交流分野

かいてき
●社会基盤分野
●生活・環境分野
●行財政分野

まちの目指す姿
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本町の掲げる重点課題に対して、目指すまちの姿を実現するために、まちづくりの共
通テーマを設定します。

人と地域のつながりを活かした協働によるまちづくり（協働）

社会情勢の変化により住民のニーズが多様化する中で、まちづくりにおける「協働」
というキーワードは、なくてはならないものとなっています。地域のつながりがある本町
の強みを活かし、協働によるまちづくりを目指します。

誰もが住みやすく、住みたいと思えるまちづくり（移住・定住）

人口減少対策として地方創生が本格化する中で、本町においても、「選ばれるまち」と
なるためには、誰もが住みやすく、住みたいと思えるまちになることが重要です。そこで、
町外からは「住みたい」と思えるまち、町内では「住み続けたい」と思えるまちを目指し
ます。

将来にわたって持続可能なまちづくり（行財政運営）

本町は、実質公債費比率や経常収支比率などの基準から判断すると、愛媛県内でも比
較的良好な財政運営状況となっています。しかし、人口減少に伴う歳入減や公共施設な
どの維持管理費増を考慮すれば、決して楽観視はできない状況です。そのような中、本
町が有する資源を活かしたふるさと納税の推進や補助金などを活用した歳入確保はもち
ろんのこと、事業の選択と集中、業務の効率化などによる歳出の抑制を図ることで、将
来にわたって持続可能なまちづくりを目指します。

まちづくりの共通テーマ
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 計画の分野別目標

かいてき 本町の暮らしの利便性を高め、都市機能としての基盤
強化を図る快適

いろどり 人々の交流や産業の発展により本町に生まれる彩り

はぐくみ 本町の未来を担う人が育ち、生涯にわたり学びがあ
る育み

やすらぎ 本町に住む全ての住民が感じる心と体の安らぎ

る

将来像実現に向けた４つの要素
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10の基本目標

目標１ 【健康・福祉分野】

だれもが地域で幸せに暮らすことができるまちを実現します

目標２ 【安全・安心分野】
防災・防犯に取り組み、安全で安心して暮らすことができるまち
を実現します

目標３ 【子ども・教育分野】
未来を担う子どもたちが、たくましく健やかに育まれるまち
を実現します
目標４ 【生涯学習分野】

身近な学びと交流により豊かな心が育まれるまちを実現します

目標５ 【文化・スポーツ分野】

文化・スポーツ活動により感性が育まれるまちを実現します

目標６ 【産業分野】

多彩な地域資源を活かし、人や地域が潤うまちを実現します

目標７ 【観光・交流分野】

多くの人々が訪れる交流の活発なまちを実現します

目標８ 【社会基盤分野】

快適な住民生活を支える社会基盤を実現します

目標９ 【生活・環境分野】

豊かな自然と共に生きる環境整備を実現します

目標 10 【行財政分野】

人々の生活を支えるため、持続可能な行財政運営を実現します
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目標１【健康・福祉分野】
だれもが地域で幸せに暮らすことができるまちを実現します

生涯を通じた健康づくりを推進します政策 1

取り組むこと
①住民による健康づくりの推進　②地域医療の充実　③健康管理の推進

住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりを推進します政策 2

取り組むこと
①地域福祉を担う人づくり　
②一人ひとりに必要な支援を提供できる環境づくり

やすらぎ 本町に住む全ての住民が感じる心と体の安らぎ
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高齢者がいきいきと暮らせる地域社会を推進します政策 3

取り組むこと
①地域包括ケアシステムの構築　②介護予防の推進　③生きがいづくりの推進

障がいの有無に関わらず互いに尊重し合える地域社会を推進します政策 4

取り組むこと
①社会参加を促す環境づくりの推進　②地域における合理的配慮と理解促進　
③地域で安心して暮らせる環境整備

目標２【安全・安心分野】
防災・防犯に取り組み、安全で安心して暮らすことができるまち
を実現します

自助・共助・公助による防災・減災を推進します政策 1

取り組むこと
① 住民や地域の防災・減災意識の向上　②避難対策の充実・強化　
③防災・減災体制の強化

事故や犯罪が起こりにくい地域社会を推進します政策 2

取り組むこと
①地域防犯活動の推進　②交通安全対策の充実　③消費者生活対策の充実①地域防犯活動の推進　②交通安全対策の充実　③消費者生活対策の充実
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目標３【子ども・教育分野】
未来を担う子どもたちが、たくましく健やかに育まれるまち
を実現します

子育て家庭を支援し、子どもを産み育てやすいまちづくりを推
進します政策 1

取り組むこと
①子どもを産み育てやすい環境整備　②子どもの健やかな成長支援の充実

学校・家庭・地域が連携し、子どもの生きる力を育む環境づく
りを推進します政策 2

取り組むこと
① 生きる力を育む教育の推進　②教育力の向上　
③安全・安心の充実した教育環境の整備

はぐくみ 本町の未来を担う人が育ち、生涯にわたり学び
がある育み
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目標４【生涯学習分野】
身近な学びと交流により豊かな心が育まれるまちを実現します

地域で学ぶ生涯学習環境の整備を推進します政策 1

取り組むこと
①ニーズに合わせた学習機会の充実　②活動の場づくりと担い手の充実

多様な主体が活躍できる社会を推進します政策 2

取り組むこと
①互いの人権を尊重する社会の構築　②男女共同参画の推進

郷土の歴史や伝統文化が受け継がれる環境づくりを推進します政策 3

取り組むこと
①文化財保護と継承　②文化財の活用　③地域伝統文化の継承

目標 5【文化・スポーツ分野】
文化・スポーツ活動により感性が育まれるまちを実現します

文化・芸術を楽しむ機会の拡大を推進します政策 1

取り組むこと
①文化・芸術活動への参加促進　②文化・芸術活動を通じた交流の推進

スポーツを楽しむための支援を推進します政策 2

取り組むこと
①ライフステージに応じたスポーツ活動の推進　
②地域における指導者の確保及び育成　③スポーツを通じた交流の拡大
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目標６【産業分野】
多彩な地域資源を活かし、人や地域が潤うまちを実現します

次世代へ継承できる生産基盤の確保を推進します政策 1

取り組むこと
① 効率的な農林業経営支援　②農地の保全と環境整備　
③地場産業の安定的な経営支援

産業・産地を担う人材・組織の育成を推進します政策 2

取り組むこと
①多様な担い手の確保及び育成　②良質な農林産物及び特産品の開発

いろどり 人々の交流や産業の発展により本町に生まれる
彩り
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枠組みを超えた連携による地元企業の活性化を推進します政策 3

取り組むこと
①地元企業間の連携促進　②地元企業の成長支援

多様な人材が活躍する雇用の場の創出を推進します政策 4

取り組むこと
①次代を担う多様な人材の育成　②就労機会の拡大

目標 7【観光・交流分野】
多くの人々が訪れる交流の活発なまちを実現します

地域資源の魅力向上による観光を推進します政策 1

取り組むこと
①魅力的な地域資源の活用　②観光資源の連携強化

「とべ」ならではの特性を活かした交流の拡大を推進します政策 2

取り組むこと
① 多様なネットワークを活用したプロモーションの実施　
②町の特性を活かした交流促進
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目標 8【社会基盤分野】
快適な住民生活を支える社会基盤を実現します

安心して暮らせる住環境の整備を推進します政策 1

取り組むこと
①適正な土地利用の検討　②住環境の整備　③上水道の整備

交流と活動を支える交通環境の充実を推進します政策 2

取り組むこと
①道路・交通網の整備　②公共交通の充実

かいてき 本町の暮らしの利便性を高め、都市機能として
の基盤強化を図る快適
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目標９ 【生活・環境分野】
豊かな自然と共に生きる環境整備を実現します

豊かな自然環境を守る環境保全を推進します政策 1

取り組むこと
①環境保護・保全活動などの推進　②環境学習機会の充実

環境に配慮した循環型社会形成を推進します政策 2

取り組むこと
①ごみ処理の適正化　②生活排水対策の推進

目標 10【行財政分野】
人々の生活を支えるため、持続可能な行財政運営を実現します

質の高い行政運営の充実を推進します政策 1

取り組むこと
①組織運営の効率化　②人材育成　③行政サービスの高度化

 健全な財政運営を推進します政策 2

取り組むこと
①財政運営の効率化・適正化　②財源の確保




